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2.SUS304 の試験片について，板厚 27μm と 40μm の試験片について耐久試験を行った結果，板厚
40μm の厚い試験片のほうが耐久寿命が長く，耐久強度が高くなる傾向となった． 








6.SUS304 の溶接円筒状素管から製作した試験片は SUS305，SUS304/Cu/SUS304 と他の試験片と比
べても耐久寿命が短く，引張強度，破断強度も低いことがわかった．しかし他の試験片よりも高
い耐久比σt/σBを示した． 
7.Pd76Cu17Si7の試験片について，板幅の違いによる耐久寿命の結果に有意な差は得られなかった．
8.破面観察の結果，SUS304，SUS305，SUS304/Cu/SUS304 のき裂起点は試験片端面片側からであ
ることがわかった．Pd76Cu17Si7はき裂起点は試験片端部ではなく，試験片表面の任意の場所がき
裂起点となっていた． 
常温クリープ耐久試験 
9.常温クリープ耐久試験で行ったすべての試験片において，高応力では与荷重直後に大きな伸び
を見せ,その後ほとんど伸びを見せず破断に至り，低応力では与荷重直後に大きな伸びを見せた
後，繰り返し数の増加とともに伸びが増え続けている傾向となった． 
10.破面観察の結果，試験片溶接部もしくはその近傍で破断しており，き裂起点は試験片表面に複
数存在していた． 
 
